
９月２４日 論点整理表 

No.  項目  内容  決定事項  継続審議事項  

① 前文 現状・課題：社会的背景、ニーズや課題の多様化・

個別化、地方分権 

経緯：市民活動団体の活性化、市民参画の促進 

解決の為の方向と位置付け：市民が主体のまちづく

り、２つのパートナーシップ 

 

修正は最後に行う 

①パートナーシップを確立する 市民と行政のパートナーシップ 

（立場の違いを超えて、手に手をとり

あっていくこと） 

 

②協働関係を構築する 協働関係を構築する 

（特定の目的を達成する為に共に共に

行動していくこと） 

 

③市民や市民活動団体の意識の醸成 市民意識の醸成  

④市民活動の促進 市民活動の促進  

② 基本理念 

  「⑤情報の提供と共有」追加を検討 

①「新しい社会システムの構築」または「新しい地

域社会づくり」 

市民が主体となる新しい社会システム

づくり 

 

② 市民と行政と市民活動団体と事業者が対等の立

場にあること 

 

削除  

③ 目的 

③「快適環境都市下関」 

 

快適環境都市下関  

④ 言葉の定

義 

市民活動、市民活動団体、パートナーシップ、協働  「参画」「公益」の追加を検討？ 

⑤ 参画でで

きる対象

施策 

①原則すべての市民生活に関わる施策 

②分野などで限定された施策 

 次の３つの案の中から再検討 

①市民生活にかかわる全般 

②○○など市民生活にかかわる全般と

すること 

具体例：ＮＰＯの１２項目・前文の内

容 

③原則すべての市民生活に関わる施策 

⑥ 審議会の

公募等 

審議会における公募率・男女比の数値設定等 審議会を設置する場合には公募委員を

含むこと 

・数字は含まない 

 

⑧ 広聴 ※削除を検討 削除しない  

⑪ 市民活動

環境整備 

・施策設定プロセスにおける情報提供・共有 

・個人情報の保護 

・市民ニーズの情報収集 

「市民活動支援組織設置支援」を含む

こと 

 

⑫ 市 の 責

務・役割 

行政：情報・資金・場所・機会の提供 ⑬と入れ替え 

※「市民」 

 

⑬ 市民の責

務・役割 

市民：市民活動・行政への参加・理解 ⑫と入れ替え 「責務」という文言は再検討？ 

新 見直し条

項 

※常に時代に適合した内容とするための条項を設け

る 

 追加を検討する 

 


